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（２）ぜん息・COPD 患者の患者教育及びアドヒアランスの向上に関する調査研究 

②（ⅰ）ぜん息・COPD 患者に対する患者教育の実践（小児・成人ぜん息分野） 

アレルギー専門メディカルスタッフのスキルアップのための教育研修プログラムの開

発とその検証に関する研究 

研究代表者：赤 澤  晃 

 

【研究課題の概要・目的】 

小児気管支喘息の有症率は、近年はほぼ横ばいからさらに減少傾向で推移し、小児の喘息死は、

年間数件に減少している。小児気管支喘息予後調査では、適切に治療をされていれば重症持続型

の喘息児も含めて約 94％が見かけ上、間欠型にコントロールできることが報告されている（環境

再生保全機構調査研究、赤澤班報告書 2013 年）。 

しかし、実際の小児喘息のコントロール状態を観察した調査では、6～11 歳児の喘息コントロ

ールテストでは、非重症児で 6.8％、重症児では 31.1％がコントロール不良であり（web 調査で

の C-ACT、ACT 調査、厚労科研赤澤班、2012 年実施）、治療薬実施率の調査では、吸入薬の実

施率が 8 割以下と回答したのは、全体の 43％、内服薬の実施率が 8 割以下と回答したのは、35％

であった（web 調査での C-ACT、 ACT 調査、厚労科研赤澤班、2012 年実施）。 

 治療効果を上げるためには、適切な患者教育が不可欠であり、看護師、薬剤師、管理栄養士、

保健師、医師等のメディカルスタッフによるチーム医療がソフト 3 事業およびアレルギー疾患対

策基本法においても推進されている。日本小児臨床アレルギー学会では、アレルギーに特化した

専門性の高いメディカルスタッフを養成し、「小児アレルギーエデュケーター、Pediatric Allergy 

Educator, PAE」として学会認定をすることで質の高いアレルギー医療の提供を推進している。 

アレルギーに特化した専門性と質の高いメディカルスタッフを養成するためには、①研修を受

ける機会を増やすこと、②時間的に制約されずに研修ができること、③患者教育に使用する教材

の確保、④メディカルスタッフを養成することができる教育スタッフが必要である。本研究では、

アレルギー専門メディカルスタッフが、①自己のスキルアップを支援する教材の作成とその評価、

②患者教育に使用する教材の作成とその評価を日本小児臨床アレルギー学会、PAE と協力して実

施した。 

図１にアレルギー専門メディカルスタッフの養成レベルを示した（図 1）。日本小児臨床アレル

ギー学会が認定するアレルギー専門メディカルスタッフが、小児アレルギーエデュケーター

（PAE）であり、その中で、平成 27～29 年度で環境再生保全機構の指導者育成コースに参加し

た PAE が、さまざまな企画の立案・実施の研修を行えるように研修したものがエキスパートコ

ースであり、さらに学会として PAE を養成する教育スタッフ研修を行った者がマスターコース

修了者となっている。 
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図１ アレルギー専門メディカルスタッフの養成レベル 

 

環境再生保全機構の調査研究の第8期からアレルギー専門コメディカル養成の教育プログ

ラムとして患者向け、ベーシック、アドバンス、マスターのレベルを設定し、学習・教育資

材の作成、e ラーニング等研修方法の検討、指導者の養成プログラムを実施してきた（図 2）。 

 

図２ これまでのアレルギー専門メディカルスタッフ養成に関する学習・指導支援教育プロ

グラム 
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第 11 期では、PAE を養成するための教育資材、PAE が患者指導を実施する際に使用する

資材の作成・評価と患者向けの資材の作成を行った（図 3）。 

 

図３ 第 11 期 研究計画 

 

 

１ 研究従事者（○印は研究リーダー） 

○赤澤 晃  （東京都立小児総合医療センター） 

亀田 誠  （大阪府立病院機構 大阪はびきの医療センター） 

古川 真弓  （東京都立小児総合医療センター） 

二村 昌樹  （国立病院機構 名古屋医療センター） 

益子 育代  （東京都立小児総合医療センター 看護師） 

金子 恵美 （国立病院機構 福岡病院 看護師） 

嶋津 史恵  （大阪府立病院機構 大阪はびきの医療センター 薬剤師） 

田阪 祐子 （神奈川県立こども医療センター 看護師） 

上荷 裕広 （すずらん調剤薬局 薬剤師） 

神林 弾     （薬樹薬局いずみ中央 薬剤師） 

 

２ 平成２９年度の研究目的 

アレルギーに特化した専門性と質の高いメディカルスタッフを養成するためには、①研修を

受ける機会を増やすこと、②時間的に制約されずに研修ができること、③患者教育に使用する

教材の確保が必要である。本研究では、アレルギー専門メディカルスタッフが、①自己のスキ

ルアップを支援する教材の作成とその評価、②患者教育に使用する教材の作成とその評価をお

こなう。 
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３ 平成２９年度の研究対象及び方法   

１．自己学習・指導用教材の開発と評価 

①小児アレルギーエデュケーター認定講習会の講義資材の作成： 

一般社団法人日本小児臨床アレルギー学会が養成し認定を行っている小児アレルギーエデ

ュケーター（PAE）に求められる患者教育のスキルの一つが、行動科学的アプローチができ

ることである。PAE は、認識不足や治療スキル不足など故意でないノンアドヒアランスの患

者・家族にも、心理的抵抗をはじめ、意図的なノンアドヒアランスの患者・家族にも対応で

きることが求められる。そのため、小児アレルギーエデュケーターの資格取得のための認定

講習会では、この行動科学的アプローチを修得するために実践的・体験的学習に加え、演習

を多く盛り込み、アドヒアランスのアセスメントとその対応ができるためのカリキュラムを

構成している。しかし、行動科学的アプローチができるようになるためには、１回の講習会

だけでは不十分であり、複数回全国各地域で研修会を行う必要がある。第 10 期では、PAE

マスターコースとして研修会を繰り返し実施し行動科学的アプローチを PAE 養成課程で指

導できる講師を 10 名ほど養成した。今回は、その講師が PAE 認定講習会等で一定レベル以

上の指導ができるための講義スライドを作成する。 

 作成する講義スライド：行動科学的アプローチの「総論」「行動療法」「カウンセリング」

「コミュウニケーション演習」の 4 単元とする。 

 スライドの使用者：第 10 期で養成した小児アレルギーエデュケーターを育成することの

できる講師（マスターコース修了者） 

 使用する講習会：小児アレルギーエデュケーター認定講習会、ぜん息患者教育指導者養

成研修（環境再生保全機構委託事業）、その他 

 作成手順 

（1）作成段階にあるスライドの試用 

小児アレルギーエデュケーター認定講習会の講義担当者による試用。 

担当者を変えて、ぜん息患者教育指導者養成研修での試用 

(2) 班員によるフィードバック（講義内容の調整：使用感、過不足、追加修正）と修正 

 

②患者教育のための実践テキスト作成 

通常の指導を行っても効果のない患者・家族に対応するために、PAE は、効果的な患者教

育を行うための行動科学に基づく理論を学習し、スキルを修得するためのスキル・トレーニ

ングを行っている。私たちは、その理論とスキルを症例に適応させて解決するプロセスの体

験をすることができる教材の基礎編を環境再生保全機構調査研究第 10 期で作成した。平成

29 年度で基礎編に続く、実践テキストを作成する。 

今回は PAE が介入した実際の成功事例を集めた。事例では、PAE のアセスメント、患者

と家族の反応をまとめてもらい行動科学の視点で、PAE が活用した手法や成功のプロセスの

パターンを検証した。この結果を実践テキストにまとめる。 

 

２．患者教育用資材の開発と評価 

①食物アレルギー教育研修支援キット 2017 の評価・改訂： 

環境再生保全機構調査研究第 10 期で作成した食物アレルギー教育研修支援キットを PAE、



                                           

－5－ 

 

学校医、養護教諭等に配布し、学校、保育所等の職員対象に緊急時シミュレーションを含めて

研修を行い、その使用状況と受講者による評価を行い、より使いやすいものに改訂する。 

第 10 期で作成した食物アレルギー教育研修支援キットは、講義スライド、動画、ケースシナ

リオで構成されている（図 4～7）。 

パンフレットを、PAE および医師会研修会等で配布しモニターを募集した。モニターには、

スライドキットを配布して、後日アンケート用紙を送り回収した（図 8）。 

 

図４ 指導支援パッケージの構成 

 

図５ 食物アレルギー教育研修支援キットの目次 
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図６ 食物アレルギー教育研修支援キットのスライド抜粋 

 

 

図７ 食物アレルギー教育研修支援キットの動画 
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図８ 食物アレルギー教育研修支援キットのモニター募集の案内 

 

 

②アトピー性皮膚炎患者指導用動画の作成： 

PAE 等が患者指導時に使用あるいは、一般に配布できるスキンケア指導の動画を作成する。 

 スキンケアは、時間がかかるが、適切に指導ができれば効果が高いことは誰もが認めるとこ

ろであるが、マンパワー不足や短時間診療の外来では、十分な指導ができないのが現状である。

また、言葉で説明するよりも実際の場面を視聴してもらうことの方が、実効性は高い。そこで、

汎用性の高いもの、臨床で容易に活用しやすいアトピー性皮膚炎スキンケアの動画を作成する。 

 作成メンバー：医師、看護師、薬剤師の班員 

 公表されているスキンケア動画の内容、長さ・広報についての市場調査を行う。 

 それをもとに、完成物の活用領域、方法を選定し、それに基づき、動画の内容、場面、長

さについて、複数回のディスカッションを行う。 

 以上を踏まえて、動画の構成、場面、長さ等を決定する。 

 役者の選定し、動画の撮影を行う。 

 

倫理面への配慮 

作成した教材は、PAE、医療関係者、学校・保育関係者に対して研修用資材として活用、評

価を依頼する。評価の回答は、個人が特定できない方法で集計し学会、報告書に公表予定であ

る。当院および調査実施施設での倫理委員会に申請し承認のうけ実施予定である。 

 

４ 平成２９年度の研究成果 

１．自己学習・指導用教材の開発と評価 

①小児アレルギーエデュケーター認定講習会の講義資材の作成： 
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  行動科学的アプローチの４つの単元「総論」、「カウンセリング」、「行動療法」、「コミュニ

ケーション演習」のスライドを作成した（図 9）。 

 

 

図 9 小児アレルギーエデュケーター認定講習会の講義資材の作成 

 

 平成 29 年 12 月 2 日、3 日に大阪市で開催された小児アレルギーエデュケーター認定講習会

において、今回作成したスライドを使用して 4 名の講師が講義を行った。講義の目標を行動科

学的アプローチの全体軸である「アドヒアランスのアセスメントとその対応」ができることと

した（図 10）。 
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図 10 アドヒアランスのアセスメントとその対応のフローチャート 

 

総論では、アドヒアランスのアセスメントをどのように行っていくのか、ノンアドヒアランス

の要因として認識不足の有無、心理的抵抗の有無 育児スキル、負担感の度合い、アドヒアラ

ンスがよい場合でも、治療効果、治療スキル、悪化要因、中断の恐れというように、系統的、

段階的にアセスメントを行い、それぞれのアドヒアランスの阻害要因に合わせた対策の概要を

提示することとした。 

各論の一つ目は、「カウンセリング」技法である。頭で理解しても気持ちが納得していない「心

理的抵抗」をもつ患者・家族に対応するために必要な技術である。患者・家族のもつ本当のニ

ーズ、感情に焦点を当て、相手が納得して行動変容するためのカウンセリング技法であり必要

不可欠である、 

二つ目は、「行動療法」である。「何回言っても言うことを聞かない」、「ストレスがたまると掻

いてしまう」というような問題行動の他、治療スキルを身につける、習慣づけるために欠かせ

ない技法である。行動療法は躾の原則ともなっており、小児科領域では、幅広く応用できるも

のである。小児アレルギーエデュケーターが、遭遇しやすい問題事例を提示して理解を深めら

れる構成となっている。また、治療スキルにおいては、「アトピー性皮膚炎のスキンケア」や「吸

入療法」のスキルアップ、またそれらを継続するための技法として発展させている。 

三つ目は、上記の技法をえる「コミュニケーションスキル」の演習スライドである。傾聴の効

果、助言とカウンセリングの効果の違いなどをゲームや演習を通して体験的に理解していく。

同時に自身のコミュニケーション傾向、臨床場面での影響を自覚する方法としている。 

 また、ぜん息患者教育指導者養成研修では、2017年 8月～2018年 2月までの研修会において、

総論を除いた各論の三つの単元のレベルを高めた内容にして研修を行った。 

 単元ごとの繋がりもあり、理解を深める流れとして、他の講師からは概ね好評であった。今

後の手順として再検討を行い、その結果に従って完成させる予定である。 
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②患者教育のための実践テキスト作成 

  PAE 9 名から介入事例 10 症例が集まった。職種は看護師 6 名、薬剤師 2 名、管理栄養士

1 名であった。PAE が介入した疾患は、気管支喘息 6 名、アトピー性皮膚炎 2 名、食物アレ

ルギー2 名である。患者の年齢は 1～10 歳で、幼児期以降は患者と親の両者への介入を行っ

ていた。患者には病気や治療の情報提供を年齢に応じた方法で説明し理解を促していた。ま

た、吸入やスキンケアなど治療手技を指導して患者と家族の治療に必要な技術のスキルアッ

プや親子間の葛藤について話し合いをしながら調整していた。このような介入は患者のやる

気を引き出す動機づけにもつながり、患者は治療を継続できていた。 

 

２．患者教育用資材の開発と評価 

①食物アレルギー教育研修支援キット 2017 の評価・改訂： 

食物アレルギー教育研修支援キット スライドセット 2017 の有用性の評価を目的として医

師または PAE を対象にモニターを募集し、スライドセットの使用とその後のアンケート（以

下、使用後調査）への回答への協力をお願いした。 

使用後調査は、モニターがスライドを使用した研修会に関する項目（規模、講義時間、受講

対象者、講義内容）、スライドセット全体の評価に関する 6 項目（構成、汎用性、内容の適切

性、表現の適切性、負担軽減への貢献性、総合評価）、使用した個々のスライドの評価に関し

て回答を得た。 

51 人にスライドセットを配布し、38 人から使用後調査の回答を得た。そのうち医師が 18 人

（47.3%）で、アレルギー専門医は 17 人、小児科医 17 人であった。医師の勤務先としては

クリニック、一般病院勤務が多く他専門病院または大学勤務であった。回答者のうち PAE は

20 人（52.7%）であり職種は看護師（14 人）が最も多く、次いで薬剤師（3 人）、管理栄養士

（2 人）であった（図 11）。 
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図 11 食物アレルギー教育研修支援キット 2017 スライドセット使用者の職種と勤務形態 

 

スライドセットが使用された研修会は 57 件で、保育園、学童クラブ、小中学校などの各施設

主催から自治体主催のまで研修会の規模や受講対象者は様々であった。 

スライドセットの構成の理解しやすさ、スライドセットの汎用性、講師にとっての内容の適

切性、受講者にとっての内容や表現の適切性、講師の負担軽減のいずれの項目においても、9

割以上が“非常によい”または“よい”という評価だった（図 12、13）。特に講師の負担軽

減については、8 割以上が“非常によい”と回答した。PAE や学校医などの非アレルギー専

門医が研修会を行う際に活用できるスライドとして適切であるかどうかの総合評価に関して

は、全員が“非常によい”または“よい”であったが、 “非常によい”という回答が医師の

7 割であったのに対し、PAE では 5 割であった。 
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図 12 食物アレルギー教育研修支援キット 2017 スライドセットの医師による評価 

 

 

図 13 食物アレルギー教育研修支援キット 2017 スライドセットの PAE による評価 

 

②アトピー性皮膚炎患者指導用動画の作成：  

スキンケアの動画で公開しているものを確認した。使用目的は、外来で活用できるもの、

PAE 不在の医療機関でも外来の待ち時間に説明不要で活用できるものとした。 

   動画に盛り込みたい内容については、乳児、自立を目指す学童の 2 パターンとする。動画
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は 10 分程度とした。 

 

５ 考察 

 日本小児臨床アレルギー学会の認定資格制度である小児アレルギーエデュケーターの認定講

習会の患者教育の理論として行動科学的アプローチは最も重要な課題の一つであるがこれまで

その手法の教育が難しかった。今回、その講習を実施する際の資料が作成されたことで一定の

訓練を行った PAE が質の高い講習を実施できるようになった。 

患者教育のための実践テキスト作成では、今年度は個別の分析をおこなった。次はこの結果を

基に PAE が患者教育をおこなう際に用いている介入手法、介入パターンを分析する必要がある

と考える。PAE の介入手法やパターンを明らかにし、実践テキストを作成することで PAE の実

践能力のばらつきを最小限にし、質の向上につながると考える。 

食物アレルギー教育研修支援キット スライドセット 2017 の有用性を実際に様々な研修スタイ

ルや規模で使用した医師、PAE を対象に評価した。 

PAE や学校医などの非アレルギー専門医が研修会を行う際に活用できるスライドを目指してい

るものの、今回協力した医師のほとんどがアレルギー専門医であり、非アレルギー専門医から

の意見を知ることができなかった。引き続き使用者募集を行い検討を行う予定である。 

また総合評価が医師よりコメディカルの評価が低い傾向にあり、その理由としてスライドの内

容や表現が医師の視点であるためにより専門性が高い可能性が考えられた。順次改訂を行う予

定である。スライドの汎用性については評価が高かったものの、保育園向け、小学校向け、保

護者向けなど受講対象別のスライドセットの要望も聞かれた。今後の検討課題である。 

アトピー性皮膚炎の外来で使用できる動画は、PAE 不在での外来診療でも、効率よく患者教育

が行えることを目指している。PEA にとっては、動画を使用することでより効率よく効果的な

指導が行え、実効性が高まることが期待される。 

 

６ 次年度に向けた課題 

認定講習会の講義資料として作成した行動科学的アプローチのスライドは、今後の PAE 認定

講習会を始め、環境再生保全機構の各種患者指導の講習会での使用できる可能性がある。この

スライドを用いて行動科学手アプローチの講習のできる講師の養成を進めていく。 

患者教育のための実践テキスト作成のためにおこなった事例分析の結果、PAE は患者が抱え

ている問題を解決するときに、行動科学を活用した手法を使い患者教育をおこなっていた。こ

の結果を集め、一般的な PAE の介入手法やパターンを明らかにする必要がある。 

食物アレルギー教育研修支援キット スライドセット 2017 は、さらに一般的な表現への変更

と、対象者による違いを踏まえたスライド見本の構成を検討し、改訂する必要があると考える。 

アトピー性皮膚炎の動画を作成は、実践テキストにも反映できるようなものとして完成させ

る。 

 

７ 期待される成果及び活用の方向性 

看護師、薬剤師、保健師、管理栄養士、栄養士、養護教諭、医師その他多くの関連する

職種との協働は、アレルギー疾患対策基本法にも明言されているように、今後のアレルギ

ー医療、アレルギー疾患の発症予防、増悪予防のための患者教育の在り方である。このよ
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うなチーム医療・チーム保健事業を推進するスタッフの養成には、システムが必要である。

関連学会と連携してアレルギー専門スタッフの認定制度（小児アレルギーエデュケーター

制度）の基に進めていくことは、スタッフ本人のモチベーションの向上、仕事のしやすさ、

社会的認知度、信頼性の担保に繋がる。アレルギー専門メディカルスタッフをサポートす

るためには、行政、学会等が、知識・技術のアップデートのための研修会、資料の提供、

患者指導を行っていくときの資材、ツールの提供が必要であり、こうした機会・物資は当

面の間は、調査研究等で試験的に実施し評価していく必要がある。 

 

【学会発表・論文】 

  今年度はなし。 


